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所
員
活
動
一
覧
（
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
〜
九
月
三
〇
日
）

荒
木　

浩

●
著
書

『
説
話
集
の
構
想
と
意
匠　

今
昔
物
語
集
の
成
立
と
前
後
』（
単
著
）
勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
年
四
月

『
創
立
四
〇
周
年
特
別
展
示
「
鴨
長
明
と
そ
の
時
代　

方
丈
記
八
〇
〇
年
記
念
」
図
録
』（
共
著
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

二
〇
一
二
年
五
月

●
論
文

「
書
物
の
成
立
と
夢
―
平
安
期
往
生
伝
の
周
辺
―
」
上
杉
和
彦
編
『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
1　

経
世
の
信
仰
・
呪
術
』
竹
林
舎　

二
〇
一
二
年
五
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
人
間
文
化
研
究
機
構
第
一
八
回
公
開
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
不
安
の
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
―
鴨
長
明
と
「
方
丈
記
」
の
世
界
』
発
表
（
一
）『
姿
・
身
・
心
―

「
方
丈
記
」
の
自
伝
性
と
外
部
世
界
』、『
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』」『
人
間
文
化
』Vol. 17　

二
〇
一
二
年
九
月

「
ニ
ュ
ー
ス
の
本
棚　

方
丈
記
八
〇
〇
年
」『
朝
日
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
年
八
月
五
日
（
ネ
ッ
ト
版http://book.asahi.com

/review
s/colum

n/1200.htm
l

「
方
丈
記800

年　

荒
木
浩
さ
ん
が
選
ぶ
本
」

「
司
会　

座
談
会
の
記
録
『
国
際
交
流
の
展
望
』」『
日
文
研
』
四
九
号　

二
〇
一
二
年
九
月

伊
東
貴
之

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評　

渡
辺
浩
『
日
本
政
治
思
想
史　

十
七
〜
十
九
世
紀
』」『
日
本
一
八
世
紀
学
会
年
報
』
第
二
七
号　

二
〇
一
二
年
六
月

「
書
評　

筆
触
に
刻
ま
れ
た
中
華
文
明
の
歴
史

―
身
体
化
さ
れ
た
精
神
史
の
顕
現
と
し
て
：
石
川
九
楊
『
説
き
語
り　

中
国
書
史
』」『
週
刊
読
書
人
』
第
二
九
五
三
号　

二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
号

「
書
評　
『
台
湾
』
の
痛
苦
と
悲
哀
、
一
九
四
九
年
へ
の
／
か
ら
の
軌
跡

―
外
省
人
の
故
郷
喪
失
と
流
浪
の
境
涯
を
活
写
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
：
龍
應
台
『
台
湾
海
峡　
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一
九
四
九
』」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
七
七
号　

二
〇
一
二
年
九
月
八
日
号

磯
前
順
一

●
著
書

『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教
学
の
死
』
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
二
年
七
月

●
論
文

「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
―
他
者
と
し
て
の
内
面
」『
み
す
ず
』
二
〇
一
二
年
八
月
号
（N

o. 607

）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
列
伝　

宗
教
か
ら
フ
ア
ン
心
理
に
迫
る　

磯
前
順
一
さ
ん
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
四
月
二
八
日

「
ア
ラ
ブ
か
ら
近
代
日
本
を
考
え
る
―
複
数
の
近
代
を
め
ぐ
っ
て
」『
中
外
日
報
』　

二
〇
一
二
年
六
月
六
日

稲
賀
繁
美

●
著
書

『
東
洋
意
識　

夢
想
と
現
実
の
あ
い
だ　

一
八
八
七
〜
一
九
五
三
』（
編
著
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
一
二
年
四
月

●
論
文

“B
ricolage: Tow

ards a Scrapture: A
 P

roposal of a N
ew

 C
oncept,” C

ritical Interventions (Journal of A
frican A

rt H
istory and Visual C

ulture) N
um

ber 9/10, 

Spring 2012.

「
世
界
美
術
史
の
海
賊
史
観
に
む
け
て
：
文
明
の
海
洋
史
観
を
越
え
て
：P

irates V
iew

s of the W
orld A

rt H
istory: beyond the O

ceanic V
iew

 of the C
ivilizations

国
際
会
議
『
イ
ン
ド
洋
、
海
賊
と
美
術
史
』P

iracy, A
rt H

istory and the Indian O
cean　

シ
ド
ニ
ー
大
学　

二
〇
一
二
年
三
月
二
一
〜
二
三
日
よ
り
」（
一
）『
あ

い
だ
』
一
九
二
号
（
連
載
第
八
六
回
）
二
〇
一
二
年
四
月
、（
二
）
一
九
三
号
（
連
載
第
八
七
回
）　

二
〇
一
二
年
五
月
、（
三
）
一
九
四
号
（
連
載
第
八
八
回
）　

二
〇
一
二
年
六
月
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「
翻
訳
は
い
か
に
骨
折
す
る
か
、
あ
る
い
は
骨
折
を
ど
う
翻
訳
す
る
か
―
日
本
詩
歌
・
藝
術
の
非
線
状
的
説
話
構
造
の
欧
米
言
語
に
お
け
る
受
容
を
め
ぐ
る
設
問
」
川
本

皓
嗣
・
上
垣
外
憲
一
編　

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研
究
叢
書　

八
『
比
較
詩
学
と
文
化
の
翻
訳
』　

二
〇
一
二
年
六
月

“C
rossing A

xes: O
rientalism

 and O
ccidentalism

 in M
odern V

isual R
epresentations of M

anchukuo (1931–1945),” E
vgeny Steiner ed., O

rientalism
/

O
ccidentalism

: L
anguages of C

ultures vs. L
anguages of D

escription, 2012.

「『
愛
の
錠
前
』
に
占
拠
さ
れ
た
パ
リ
の
橋

―
脱
美
術
館
と
観
衆
と
の
『
あ
い
だ
』
を
考
え
る
」『
あ
い
だ
』
一
九
六
号
（
連
載
第
八
九
回
）　

二
〇
一
二
年
九
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
生
き
残
る
と
い
う
こ
と
」“Survival: A

t the end of the year 2011-to the m
em

ory of the lost lives at the 3.11 E
arthquake ”

『
環
』vol. 49

藤
原
書
店　

二
〇
一
二
年
四
月

「
日
本
哲
学
を
世
界
に
ひ
ら
くJapanese P

hilosophy: A
 Source B

ook

の
目
論
見
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
六
〇
号
（
連
載
一
三
〇
）　

二
〇
一
二
年
四
月

「
市
民
の
都
市
生
活
と
博
物
館
―
ハ
ー
レ
ム
の
テ
イ
ラ
ー
博
物
館
と
そ
の
周
辺
」『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』　

二
〇
一
二
年
六
月

「
受
け
身
の
効
能
」『
赤
門
合
氣
道
』
平
成
二
四
年
度　

第
五
三
号　

東
京
大
学
合
気
道
部
・
赤
門
合
気
道
倶
楽
部　

二
〇
一
二
年
六
月

「
名
誉
顧
問
の
お
言
葉
」『
か
み
は
ま
合
気
道
』
二
〇
一
二
年
度
版　

第
一
四
号　

三
重
大
学
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
会　

二
〇
一
二
年
六
月

「
古
蘭
あ
り
香
蘭
あ
り
：
日
本
語
に
よ
る
『
ク
ル
ー
ア
ン
』
受
容
と
諸
問
題
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
六
九
号
（
連
載
一
三
一
）　

二
〇
一
二
年
七
月

「
裏
側
か
ら
み
た
日
本
―
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
で
日
本
を
論
じ
る
―
」『
鴨
東
通
信
』N

o. 86　

思
文
閣
出
版　

二
〇
一
二
年
七
月

井
上
章
一

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
大
素
人
集
団
の
妙
味
―
『
美
人
論
』
再
考
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
二
年
四
月
号

「
美
し
い
人
間
の
顔
」
総
合
研
究
大
学
院
大
学
学
生
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
編
『
研
究
者
三
四
人
に
聞
く
あ
な
た
に
と
っ
て
美
し
い
も
の
と
は
』　

二
〇
一
二
年
四
月

「
書
評　

藤
田
達
生
著
『
秀
吉
と
海
賊
大
名
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
四
月
一
一
日

「
書
評　

本
郷
恵
子
著
『
蕩
尽
す
る
中
世
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
四
月
二
七
日
号
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「
書
評　

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ハ
キ
ム
著
『
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
五
月
二
日

「
旬
の
テ
ー
マ
を
読
む　

巨
大
タ
ワ
ー
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
五
月
一
五
日
号

「
書
評　

レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
他
著
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ン　

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
語
る
…
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
五
月
二
三
日

「
本
来
日
本
に
は
陰
毛
を
剃
る
文
化
は
な
か
っ
た
」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
号

「
現
代
の
建
築
家
・
七　

武
田
五
一
―
軽
く
、
う
す
く
、
た
お
や
か
に
―
」『G
A

 JA
PA

N

』116　

二
〇
一
二
年
五
月

「
対
談　

鹿
島
茂
×
井
上
章
一
×
伴
田
良
輔
『
な
ぜ
女
子
は
ヘ
ア
を
剃
る
の
か
』」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
二
年
六
月
二
日
号

「
書
評　

安
田
寛
著
『
バ
イ
エ
ル
の
謎
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
六
月
一
三
日

「
書
評　

佐
藤
卓
己
著
『
天
下
無
敵
の
メ
デ
ィ
ア
人
間
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
六
月
二
二
日
号

「
昔
の
女
性
た
ち
は
パ
ン
テ
ィ
な
し
で
も
平
気
だ
っ
た
」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日
号

「
仁
徳
陵
か
ら
丹
下
健
三
ま
で　

日
本
の
建
物
一
〇
選
」
共
同
通
信
社
取
材
班
『
建
物
と
日
本
人　

移
ろ
い
ゆ
く
物
語
』
東
京
書
籍　

二
〇
一
二
年
六
月

「
書
評　

鹿
島
茂
著
『
幸
福
の
条
件
―
新
道
徳
論
』」『
潮
』
二
〇
一
二
年
七
月
号

「『
旅
と
観
光
の
年
表
』
を
読
む
」『
ま
ほ
ら
』
七
二
号　

二
〇
一
二
年
七
月

「
書
評　

五
味
文
彦
著
『
後
鳥
羽
上
皇
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
七
月
四
日

「
書
評　

土
肥
恒
之
著
『
西
洋
史
学
の
先
駆
者
た
ち
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
七
月
二
五
日

「
現
代
の
建
築
家
・
八　

堀
口
捨
己
―
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
と
も
む
き
あ
っ
て
―
」『G

A
 JA

PA
N

』117　

二
〇
一
二
年
七
月

「
書
評　

秋
尾
沙
戸
子
著
『
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
八
月
一
五
日

「
書
評　

今
谷
明
著
『
天
皇
と
戦
争
と
歴
史
家
』」『
東
京
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
八
月
一
九
日

「
書
評　

竹
内
洋
著
『
メ
デ
ィ
ア
と
知
識
人
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日
号

「
日
文
研
創
立
二
五
周
年
―
五
月
二
三
日
の
夕
べ
に
思
っ
た
こ
と
」『N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R

』N
o. 85　

二
〇
一
二
年
九
月

「
書
評　

保
立
道
久
著
『
歴
史
の
な
か
の
大
地
動
乱
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
九
月
五
日

「
書
評　

田
野
大
輔
著
『
愛
と
欲
望
の
ナ
チ
ズ
ム
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
九
月
二
六
日
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「
現
代
の
建
築
家
・
九　

前
川
國
男
―
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
か
ラ
ス
キ
ン
か
―
」『G

A
 JA

PA
N

』118　

二
〇
一
二
年
九
月

牛
村　

圭

●
論
文

「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
旭
日
―
「
世
界
の
一
等
国
」
を
目
指
し
た
明
治
の
ア
ス
リ
ー
ト
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
二
年
八
月
号

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
現
代
の
こ
と
ば　

ス
ー
ツ
姿
が
発
す
る
こ
と
ば
を
聴
く
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
五
月
九
日

「
現
代
の
こ
と
ば　
『
蹲
踞
法
』
vs.
『
直
立
法
』」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
七
月
五
日

「
現
代
の
こ
と
ば　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
ば
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
九
月
三
日

榎
本　

渉

●
論
文

“T
he C

urrent State of R
esearch on the H

istory of Japan’s C
ontacts w

ith O
ther C

ountries in the First H
alf of the M

edieval Period,” A
C

TA
 A

SIA
N

T
IC

A
 

N
o. 103, A

ugust 2012.

「
僧
伝
出
版
か
ら
見
た
清
初
仏
教
と
江
戸
仏
教
」『
歴
史
と
地
理
』N

o. 656　

山
川
出
版
社　

二
〇
一
二
年
八
月

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
著
書

『
ニ
ュ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス　

オ
ラ
ン
ダ
語
単
語
集
』
白
水
社　

二
〇
一
二
年
七
月
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倉
本
一
宏

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
最
初
の
『
天
皇
』
の
カ
リ
ス
マ　

天
武
天
皇
」『
文
藝
春
秋SP

E
C

IA
L

』
平
成
二
四
年
季
刊
夏
号　

二
〇
一
二
年
四
月

「
史
料
・
文
献
紹
介　
『
御
堂
関
白
記
』」『
歴
史
と
地
理
』N

o. 655　

山
川
出
版
社　

二
〇
一
二
年
六
月

「
司
会　

座
談
会
の
記
録
『
共
同
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
今
日
ま
で
そ
し
て
明
日
か
ら
』」『
日
文
研
』
四
九
号　

二
〇
一
二
年
九
月

小
松
和
彦

●
著
書

『
妖
怪
文
化
入
門
』（
単
著
）
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

二
〇
一
二
年
六
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
序
章　

異
界
へ
の
案
内
」
佐
々
木
高
弘
著
『
京
都
妖
界
案
内
』
大
和
書
房　

二
〇
一
二
年
六
月

「
４
で
知
る
ア
ー
ト　

妖
怪
の
か
ら
だ　

顔
」『
朝
日
新
聞
』（
東
京
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
二
年
七
月
二
五
日

「
４
で
知
る
ア
ー
ト　

妖
怪
の
か
ら
だ　

首
」『
朝
日
新
聞
』（
東
京
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
二
年
八
月
一
日

「
４
で
知
る
ア
ー
ト　

妖
怪
の
か
ら
だ　

胴
」『
朝
日
新
聞
』（
東
京
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
二
年
八
月
八
日

「
４
で
知
る
ア
ー
ト　

妖
怪
の
か
ら
だ　

手
」『
朝
日
新
聞
』（
東
京
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
二
年
八
月
一
五
日

佐
野
真
由
子

●
論
文

「
帝
国
支
配
と
文
化
交
流
の
間

―
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
イ
ン
ド
進
出
を
め
ぐ
っ
て
」
稲
賀
繁
美
編
『
東
洋
意
識　

夢
想
と
現
実
の
あ
い
だ　

1887–1953

』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
一
二
年
四
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
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「
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
つ
く
っ
た
人
た
ち

―
研
究
雑
感
」『
爽
恢
』
第
二
五
号　

二
〇
一
二
年
四
月

白
幡
洋
三
郎

●
著
書

『
庭
﹇
に
わ
﹈
を
読
み
解
く
』
淡
交
社　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
園
芸
」『TA

SC
 M

O
N

T
H

LY

』N
o. 436　

二
〇
一
二
年
四
月

「
桜
と
日
本
人
」『
朝
日
新
聞
』（
書
評
欄
）　

二
〇
一
二
年
四
月
八
日

「
伴
を
慕
う
心
―
日
本
文
化
の
創
造
力
」『
鶴
岡
致
道
大
学　

平
成
二
三
年
度
講
義
記
録　

文
化
の
力
を
考
え
る
―
そ
の
継
承
と
創
造
の
た
め
に
―
』
鶴
岡
市
・
鶴
岡
総
合

研
究
所　

二
〇
一
二
年
六
月

鈴
木
貞
美

●
論
文

「
中
村
真
一
郎
『
青
春
日
記
』
に
寄
せ
て
」『
中
村
真
一
郎
手
帖
』
第
七
号　

二
〇
一
二
年
四
月

「
野
上
豊
一
郎
の
『
創
作
』
的
翻
訳
論
を
め
ぐ
っ
て
―
翻
訳
の
文
化
史
へ
―
」『
文
学
』
二
〇
一
二
年
七
・
八
月
号　

二
〇
一
二
年
七
月

「
モ
ダ
ニ
ス
ト
宮
澤
賢
治
」（
魏
大
海
訳
）『
日
本
文
学
研
究
：
多
元
視
点
与
理
論
深
化　

中
国
日
本
文
学
研
究
会　

延
辺
大
学
十
二
届
年
会
論
文
集
』　

二
〇
一
二
年
八
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ア
ジ
ア
を
知
る
三
冊
―
世
界
を
渡
る
大
気
流
を
読
む
」『
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
〇　

ア
ジ
ア
の
教
養
を
考
え
る
―
学
問
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
』　

二
〇
一
二
年
五
月

「
イ
ン
タ
ヴ
ュ
構
成　
『
新
青
年
』
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
」（
再
録
）
東
雅
夫
編
『
幻
想
文
学
講
義
』
国
書
刊
行
会　

二
〇
一
二
年
八
月
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末
木
文
美
士

●
著
書

『
日
本
思
想
史
講
座
一
―
古
代
』（
編
著
）
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
一
二
年
四
月

『
日
本
思
想
史
講
座
二
―
中
世
』（
編
著
）
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
一
二
年
七
月

『
現
代
仏
教
論
』
新
潮
新
書　

二
〇
一
一
年
八
月

『
日
本
を
つ
く
っ
た
名
僧
一
〇
〇
人
』（
編
著
）
平
凡
社　

二
〇
一
二
年
九
月

●
論
文

「
平
安
仏
教
論
」『
日
本
思
想
史
講
座
一
―
古
代
』
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
一
二
年
四
月

「
総
論　

中
世
の
思
想
」『
日
本
思
想
史
講
座
二
―
中
世
』
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
一
二
年
七
月

「
田
辺
元
の
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
に
お
け
る
親
鸞
解
釈
」
今
井
雅
晴
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
二
年
八
月

「
재
해
와 

일
본
의 

사
상
」（
災
害
と
日
本
の
思
想
）『
특
집 
일
본
비
평
』
七　

二
〇
一
二
年
五
月

「
新
し
い
哲
学
を
目
指
し
て
」『Fukujin

』N
o.16　

白
夜
書
房　

二
〇
一
二
年
八
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

T
he H

ekigan-roku, Translated by D
aisetz T. Suzuki

（
編
集
）『
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
二
六
号
別
冊　

二
〇
一
二
年
三
月

「
記
念
講
演
『
現
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
課
題
』」『
真
宗
学
』
一
二
五
号　

二
〇
一
二
年
三
月

「《
智
山
伝
法
院
主
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》『
近
代
仏
教
を
問
う
〜
仏
教
の
近
代
化
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
〜
』
講
演
録
」　
『
現
代
密
教
』
第
二
三
号　

二
〇
一
二
年
三

月
「
天
台
本
覚
思
想
」
道
元
徹
心
編
『
天
台
―
比
叡
に
響
く
仏
の
声
―
』
自
照
社
出
版　

二
〇
一
二
年
三
月

「
仏
典
に
学
ぶ
」『
朝
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
二
年
四
月
二
三
日
、
五
月
二
八
日
、
六
月
二
五
日
、
七
月
三
〇
日
、
八
月
二
七
日
、
九
月
二
四
日

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
メ
ン
ト
記
録　

外
国
人
学
者
の
眼
に
映
っ
た
カ
ミ
・
ホ
ト
ケ
」『
神
道
国
際
学
会
第
一
五
回
神
道
セ
ミ
ナ
ー
：
講
演
録
』　

二
〇
一
二
年
四
月
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「
書
評　

鈴
木
大
拙
の
再
評
価
に
向
っ
て
」『
ち
く
ま
』
第
四
九
三
号　

二
〇
一
二
年
四
月

「
新
刊
紹
介　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
著
／
今
枝
由
郎
＋
富
樫
櫻
子
訳
『
仏
教
と
西
洋
の
出
会
い
』」『
近
代
仏
教
』
第
一
九
号　

二
〇
一
二
年
五
月

「
エ
ッ
セ
ー　

生
活
の
中
の
仏
教
」『
弘
道
』
一
〇
七
八
号　

二
〇
一
二
年
五
月

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
メ
ン
ト
記
録　

日
本
仏
教
の
綜
合
研
究
と
は
何
か
―
新
た
な
視
覚
を
求
め
て
―
」『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
第
一
〇
号　

二
〇
一
二
年
五
月

「
書
評　

近
世
の
仏
教

―
真
義
真
言
を
中
心
と
し
て
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
二
年
五
月
号
（
七
六
八
）

「
書
評　

立
川
武
蔵
『
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
神
々
』（
法
藏
館
）」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
二
年
七
月
一
三
日
号

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

ニ
ッ
ポ
ン
『
地
獄
』
考
」『
地
獄
の
本
』
洋
泉
社　

二
〇
一
二
年
八
月

「
書
評　

古
語
大
鑑
で
仏
典
を
読
む
」『
Ｕ
Ｐ
』
四
七
九　

二
〇
一
二
年
九
月

「
書
評　

唐
宋
禅
研
究
へ
の
大
胆
な
提
言

―
ジ
ョ
ン
・
Ｒ
・
マ
ク
レ
ー
著
／
小
川
隆
解
説
『
虚
構
ゆ
え
の
真
実

―
新
中
国
禅
宗
史
』」『
東
方
』
三
七
九
号　

二
〇
一
二
年
九
月

瀧
井
一
博

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
列
伝
」『
朝
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
六
月
六
日

「
書
評　

千
葉
功
著
『
桂
太
郎
』」『
日
本
経
済
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
七
月
八
日

「
事
典
項
目　

富
井
政
章
」
宮
地
正
人
・
佐
藤
能
丸
・
櫻
井
良
樹
編
『
明
治
時
代
史
大
辞
典
』
第
二
巻　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年
七
月

戸
部
良
一

●
著
書

『
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
近
代　

逆
説
の
軍
隊
』
中
公
文
庫　

二
〇
一
二
年
七
月

『
失
敗
の
本
質
―
戦
場
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
篇
』（
野
中
郁
次
郎
、
杉
之
尾
宜
生
、
土
居
征
夫
、
河
野
仁
、
山
内
昌
之
、
菊
澤
研
宗
と
共
著
）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社　
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二
〇
一
二
年
七
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
解
説
」
読
売
新
聞
社
編
『
昭
和
史
の
天
皇
４　

玉
音
放
送
ま
で
』
中
公
文
庫　

二
〇
一
二
年
四
月

「
基
調
講
演　

戦
略
研
究
と
歴
史
研
究
の
対
話
―
戦
前
日
本
の
対
中
国
戦
略
を
め
ぐ
っ
て
」「
文
献
紹
介　

マ
イ
ケ
ル
・
ノ
ー
マ
ン
／
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ｍ
・
ノ
ー
マ
ン
著

（
浅
岡
政
子
／
中
島
由
華
訳
）『
バ
タ
ー
ン　

死
の
行
進
』」『
戦
略
研
究
』
第
一
一
号　

二
〇
一
二
年
四
月

「
文
献
紹
介　

野
上
元
・
福
間
良
明
編
『
戦
争
社
会
学
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
』」『
軍
事
史
学
』
第
四
八
巻
第
二
号　

二
〇
一
二
年
九
月

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
論
文

「
近
代
外
交
体
制
の
創
出
と
天
皇
」
荒
野
泰
典
他
編
『
日
本
の
対
外
関
係
七　

近
代
化
す
る
日
本
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
日
吉
大
社
の
神
々
」『
滋
賀
山
王
会
会
報
誌　

山
王
信
仰
』
一　

二
〇
一
二
年

“Shinto,” H
elm

ut A
nheier, M

ark Jurgensm
eyer ed., E

ncyclopedia of G
lobal Studies, vol. 4, Sage, 2012.

「
監
修
」M

ary Pat Fisher, L
iving R

eligions (7th E
dition), P

rentice H
all, 2012.

「
編
集
」Japan R

eview
 Vol. 24, A

ug. 2012.

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
列
伝　

変
貌
続
け
る
伊
勢
神
宮
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）
二
〇
一
二
年
九
月
一
九
日

細
川
周
平

●
論
文

“O
ngaku, 

O
nkyô/M

usic, 
Sound,” 

scholarship, 
C

enter 
for 

Japanese 
Studies, 

U
C

 
B

erkeley, 
U

niversity 
of 

C
alifornia, 

http://escholarship.org/uc/

search?keyw
ord=

Shuhei+
H

osokaw
a
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“T
he W

alkm
an E

ffect,” reprinted in Jonathan Sterne (ed.), T
he Sound Studies R

eader, R
outledge, N

ew
 York, 2012.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評　

音
盤
時
代
編
集
部
編
著
『
音
盤
時
代
の
音
楽
の
本
の
本
〜
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
』」『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』

二
〇
一
二
年
四
月
号

「
ゲ
リ
ー
・
ゴ
フ
ィ
ン
／
キ
ャ
ロ
ル
・
キ
ン
グ
を
聞
き
な
が
ら
」、『
音
盤
時
代
』Vol. 2　

二
〇
一
二
年
四
月

「
コ
ン
サ
ー
ト
評　

エ
ゴ
・
ラ
ッ
ピ
ン
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
四
月
二
五
日

「
Ｃ
Ｄ
解
説　

モ
ダ
ン
ニ
ッ
ポ
ン
―
ダ
イ
ナ
と
書
生
節
ジ
ャ
ズ
」『
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ャ
ズ
水
滸
伝　

天
之
巻
』
華
宙
舎
レ
ー
ベ
ル

「
美
し
き
車
両
キ
ハ
八
二
系
」
総
合
研
究
大
学
院
大
学
学
生
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
編
『
研
究
者
三
四
人
に
聞
く
あ
な
た
に
と
っ
て
美
し
い
も
の
と
は
』　

二
〇
一
二
年
四

月
「
対
談　

細
川
周
平
×
中
山
康
樹
『
民
謡
か
ら
見
た
世
界
音
楽
』
で
提
示
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
史
観
を
考
察
す
る
」『JA

ZZ JA
PA

N

』vol. 

22　

二
〇
一
二
年
六
月
号

「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
レ
コ
ー
ド
」、
森
本
豊
富
・
根
川
幸
男
編
著
『
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
日
系
人
」
の
教
育
・
言
語
・
文
化
―
過
去
か
ら
未
来
に
向
っ
て
』
明
石

書
店　

二
〇
一
二
年
六
月

「
コ
ン
サ
ー
ト
評　

堺
正
章
と
ク
レ
イ
ジ
ー
ケ
ン
・
バ
ン
ド
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
八
月
八
日

「
コ
ン
サ
ー
ト
評　

ド
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
レ
ス
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
九
月
一
九
日

山
田
奨
治

●
論
文

「『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
写
本
の
系
統
」
中
尾
央
・
三
中
信
宏
編
著
『
文
化
系
統
学
へ
の
招
待
―
文
化
の
進
化
パ
タ
ー
ン
を
探
る
―
』
勁
草
書
房　

二
〇
一
二
年
五
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
識
者
評
論　

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
問
題　

拙
速
な
刑
事
罰
化
に
危
う
さ
」『
山
陽
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
四
月
二
一
日
他
（
共
同
通
信
社
配
信
）

「
コ
メ
ン
ト　

記
者
有
論　

海
賊
版
の
受
信　

拙
速
な
罰
則
化
に
違
和
感
」『
朝
日
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
五
月
五
日
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「
座
談
会
の
記
録
『
国
際
交
流
の
展
望
』」『
日
文
研
』
四
九
号　

二
〇
一
二
年
九
月

劉　

建
輝

●
論
文

「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
力
学

―
中
露
・
中
韓
国
境
問
題
を
手
掛
か
り
に
」『
韓
日
文
化
交
流
と
表
象
二
』
全
南
大
学
校
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
五
月

「
侮
蔑
、
趣
味
、
憧
憬
、
威
脇

―
近
代
日
本
知
識
分
子
的
中
国
表
象
」（
中
国
語
）『
日
本
文
学
研
究

―
多
元
視
点
與
理
論
深
化
（
日
本
文
学
研
究
会
延
辺
大
学
十
二

届
年
会
論
文
集
）』
青
島
出
版
社　

二
〇
一
二
年
八
月


